




















かしそのためには、従来の LLD はもちろん、それを LD の中にどう位置づ
けるかについてを、再整理しなければならない。





はないか。本稿では、LD と LLD の輪郭を洗い出しながら、その再配置を試
みる。
2. LD と LLD
　LLD について説明するには、その母胎である学習障害（LD: Learning 
Disabilities）に 言 及 せ ざ る を 得 な い。LD 概 念 の 歴 史 的 整 理 と し て は、
Wiederholt が 1974 年に言及したものがよく知られている（Myers ＆ Hammill 
1976 など）。それは、LD の概念史をその前史から第 3 期までとして整理し
たものであった。
　Wiederholt によると、そもそも LD という言葉は、1963 年に S. A. Kirk が定
義化するまで存在しなかった。しかし、現在の LD につながる研究や議論を
辿ると、その前史は 1800 年頃まで遡ることができるという。Wiederholt は
現在の LD に関する研究の歴史を、下位分類となる障害の種類によって大き
く 3 つに分けている。1 つめは、“Disorders of Spoken Language”、つまり話し
言葉の障害で、2 つ目は “Disorders of Written Language” 読み書きの障害、そ
して最後が “Disorders of perceptual and motor process”、感覚や運動に関する障
害のことを指している（Wiederholt 1974）。なおこの区分は、Wiederholt じし











2-1. 第 1 期　The foundation phase 創設期（1800 頃 -1940 頃）
　Wiederholt は上述の通り、話し言葉の障害、読み書きの障害、そして感覚
運動の障害の 3 つを LD の下位分類として位置づけている。このうち話し言
葉に関する障害は、1800 年代初頭をその研究の始まりとしており、他 2 つ
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の障害に関しては 1900 年代前半まで遡っている。
　まずは話し言葉に関する障害について、Myers と Hammill は Gall の 1800
年代の研究に言及している（1976）。Gall は、脳に損傷を受け、言語を通し
てじしんの感覚や考えなどを表現する能力を喪失した成人について研究し









で遡られることもあるが（平林 2019）、より詳細には 1890 年代から 1900 年
代にかけての、スコットランドの眼科医 Hinshelwood の研究まで遡られるこ




























2-2. 第 2 期　The transition phase 変遷期（1940 頃 -1963）
　Wiederholt は、創設期に研究された論理的な仮説を、実際の治療の現場に
おける応用の研究や実践が蓄積された時代を変遷期と名付け、区分している。
この時代の研究や実践により、Wepman の Auditory Discrimination Test、Kirk 













る」と、LD 児の学習過程を説明した。また McGinnis は聴覚受容言語、聴覚
表出言語等について論究した（徳永、玉村 1991）。
　読み書きに関する障害については、Gillingham や Stillman、Hegge、Kirk 
& Kirk が、Orton の理論を発展させ、治療的読みのシステム開発を行った。




and education of the brain-injured child, volume I” を 記 し、 そ の 後 1955 年 に
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Straus と Kephart による“Psychopathology and education of the brain-injured child, 

















2-3. 第 3 期　The integration phase 統合期 （1963-1980）
　1963 年は、米国の心理学者・教育者の Kirk により「LD」という用語が誕生
した年である 1）。前述のように Wiederholt は、LD の歴史を 3 つの時期に分
けているが、創設期、変遷期と見てきた中で、Wiederholt がもっとも重要視






Kirk による LD の定義後から、Wiederholt による 1974 年までの歴史を超え、
現在に至るまでの LD に関する歴史をみていく。










　Kavale & Forness（1995）は、LD の領域を生み出すのに影響を及ぼした 4 つ
の流れがあることを指摘している。それは、特異な言語や読み障害、微細脳
機能障害、精神遅滞児と精神障害児のための特殊教育、学習遅進児の 4 つで
あった。これらの領域が、Kirk による LD という用語によって総称されたの






わさって現れる」（平林　2019）。上野（2019）は「MBD こそ、現在の LD と注
意欠陥 / 多動性障害（ADHD）の重複症状の原型だったのではないだろうか」
















（Myers & Hammill 1976）
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神発達遅滞も含んでいない。Kirk による LD の定義化から、他の団体による
LD の定義が次々に発表された。この Kirk による除外規定は、その後の様々
な LD の定義にも受け継がれており、1968 年に発表された Kirk の定義を受
け継いだ形の全米障害児教育諮問委員会（National Association of Children on 
Handicapped Committee: NACHC）による定義が有名である 2）。Kirk による学
習障害の定義をはじめとした、この時代に生まれた LD の定義は、LD を統
合的に広く捉えているという点で、統合期を象徴していると言える。
　また、創設期まで研究者や医師らによって研究・実践されてきたもの
が、1963 年の LD という総称の誕生という契機を迎え各方面で展開を見せ、





に対する財政的援助の広がりなどに加えて、1969 年の障害児教育法の Title 
VI へのパート G（LD の規定）の追加・LD 児のためのプログラム策定の規
定、1974 年の「改正初頭・中等教育法」における特殊教育の権利の組み込み、
1975 年の「全障害児教育法」（The Education for All Handicapped Act）として知









ているためか、Kirk による LD の定義化の後も、1960 年代を通して学習に困
難がある子どもたちは “perceptually handicapped（知覚障害）” “brain injured（脳
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損傷）” “neurologically impaired（神経障害）” など様々に呼ばれていたという
（Stark & Wallach 1980）。










た。しかしそれと同時に、言語障害 “Language Disorders”と学習障害 “Learning 












もたらした（Liberman et al. 1977）。このような言語と学習に関する研究の盛
り上がりは “LLD movement”の存在を際立たせた。“LLD movement”とは、LD
の多くは言語障害であると考える、研究者や実践家による一連の動向であり、
この時代に “Reading is Language, too”という新しい読字に対する考え方も登場
した（Wallach 2004）。この “LLD movement” は、LD の領域を言語障害にまで
拡大し、LLD という用語を打ち立てようとする、統合に向けた動きであった。
　ここまで Kirk による LD の定義化から 1970 年代の研究の動向に至るま
で、LD 概念に影響を与えた MBD 概念と、言語障害と LD 分野の統合に向




な形で言語障害と LD の領域も近づきを見せている。LD 定義のその方向性
は、現在の LD のトレンドとは随分異なってみえるかもしれない。それでは、
Kirk らを中心とした統合期における LD の定義は、いつ、どのように変質し
たといえるのだろうか。
　
2-4. 第 4 期 The specification phase 限局期 （1980-）
LD 概念の変容と SpLD 概念の成立
　これまで見てきた統合期の歴史は、その名の通り LD という言葉によって
様々な障害を統合し、広く捉えようとする歴史であった。その動向は、言語
障害と LD の領域を近づけようとする “LLD movement” にも見てとれる。LD
の領域を生み出すに至った障害の概念のうち、MBD は特に広義であった。
先に鈴木（1979）による MBD の 5 つの分類を取り上げたが、これは MBD と
いう用語の包括性を示しており、あまりにも広い包括的概念であるがゆえに、
その用語が「ゴミ箱」的に使われていることへの批判もあった（平林　2019）。







よれば MBD の 5 分類のうち⑴多動性障害に該当する ADD が、DSM-III では
別の障害としてカテゴリー分けされたのである。しかし、1980 年の DSM-III
では、「特異的発達障害」のなかに読み、計算、言語、構音の障害が含まれて
おり、“LLD movement” の影響もあってか、現在でいうところの LD と言語障
害の距離はかなり近かったように思われる。

















まれたのではないだろうか。DSM- III は第 3 期の統合的な定義の特徴を残し





は、DSM-III、そして DSM-III-R の登場による MBD 概念の解体、そして LD
と言語障害の分離によって、LD 概念が、包括的概念から限定された概念へ
と変化していった時代なのだ。
　筆者らは、このように第 3 期に一度、統合された LD 概念が再び specify さ
れている理由は、LD における “Learning” の意味をより精緻に措定していこ
うという動きとして理解することができると考えている。
　実際に、1980 年の DSM-III では特異的学習障害として現在の LD にあたる
読字障害、計算障害、書字障害と、“LLD movement”の影響もあってか言語障














　1990 年代には、世界保健機関（WHO）による『国際疾病分類』の第 10 版
（ICD-10）、そして米国精神医学会による DSM-IV が登場した。1994 年の
DSM-IV からアスペルガー症候群の概念が登場し、また LD を構成する読み、
書き、計算のうち、計算の障害に数学的推論が加えられ、DSM-III-R で言語
と会話の障害と言われていたものが、DSM-IV でコミュニケーション障害
と名前を変えるなどがあった。2013 年の DSM-5 では、これまでの Learning 




ない症状が加わり、計 2 種類が記載されている。このように、LD のなかに
含まれている各障害の表す範囲が多少広くなることはありつつも、学習に関
する障害を、読み、書き、計算の 3 つの障害に限定する流れは、1980 年の
DSM-III 以降、1992 年の ICD-10 や DSM-5 も踏襲している。そのように考え
ると、Kirk による LD という総称が提唱されてから 1980 年までが第 3 期の統






　さらに 1990 年代以降は、LLD について実践家の中には、聴覚や視覚といっ




は様々な問題も指摘された。例えば、Catts らは依然として dyslexia と他の言
語障害を分けたり、言語・学習・読字障害の類似点と相違点を探すことに焦
















　90 年代後半から 2000 年代初頭には、LLD は話し言葉と書き言葉が相互に
関連した言語活動であり、特に幼児期の音韻意識、語彙、文の復唱、話の想
起などの言語能力が学齢期の読み能力の習得を予測するという研究が行われ
た（Catts H. W. et al. 1999, Catts H. W. et al. 2001）。しかし、1994 年の DSM-IV
では、DSM-III-R 同様 LD と言語障害（受容 - 表出混合性言語障害と、表出性
言語障害とあり、これらはコミュニケーション障害の下位分類に含まれた）
は区別されており、2013 年の DSM-5 でも、これらはやはり別の障害として
分類されている 3）。
　WHO による 2018 年の ICD-11 でも、LD が読み、書き、計算に限定される
という基本的区分は DSM と同様であり、言語障害はコミュニケーション障
害に区分されている。
　つまり、1970 年代初頭に盛んになった “LLD movement” は、LD の広義化
に向けた動きであったが、ここで LLD として考えられていた障害のうち、










で捉えようとする動きは、1980 年以降見られない。第 4 期の Specific 化の流
れの中で、現在は読み書き障害のみが狭義の LLD として LD に含まれている。
しかし LLD はもちろん LD でさえ、その定義は時代とともに揺れ動いてき




























































　2008 年・2009 年改訂の学習指導要領では、小学校第 5・6 学年から外国語
活動を導入し、聞くこと、話すことを中心に指導することが明記され、さら





































かった。2018 年度には約 97 ％までに達しており、この現状と「高学年にお
いては中学校との円滑な接続を図る観点からも英語教育を充実する必要性が
高い」「共通の教育内容を設定することを検討する必要があると考える」とい

































































































































目を集めてこなかった。本稿の第 2 節「LD と LLD」で触れた、統合的なこれ
までの LD と言語 LD の定義では、その存在は浮き彫りにできていなかった。
そこで、本稿では、二重のマイノリティ性を帯びる彼ら彼女らを、新しい






　これまで LLD という用語は、LD の歴史から派生して生まれたもので、言
語の学習（読む、聞く、話す、書く）に障害のある人々を表してきた。LD と
いう名の下に様々な障害を総称して呼ぶ提案がなされた 1960 年代を経て、
LLD は、言語障害と LD の領域を近づけようとする “LLD movement” として
1970 年代に研究や実践が盛んになった。1960 年代から 70 年代にかけての、
LD を広く取り、統合的に定義しようとする動きに “LLD movement” も影響
























































































いて使用されている。1978 年 5 月にウォーノック委員会報告が教育科学大
臣に提出され、今後の心身障害児童・青少年の特殊教育のあり方が答申さ
れた。これに対する政府白書「教育における特別なニーズ」（Special Need in 















































　また、“difference” という用語は、DSM にも ICD にも登場しておらず、
1981 年教育法にも出ていない。しかし、例えば米国の LD 協会ニューヨーク




























　例えば「とても否定的な用語である ‘ 障がい ’ は、学び方が違う人々がたどっ 
てきた発育の ‘ 異常 ’ を強調し、認知面における混乱を示唆することで、
彼らを判断してしまっている」と Kormos らがいうように（2012=2018）、
“disability” という用語にはネガティブなイメージがつきまとっている。

























Association 2013）。そもそも LLD とは、LD と言語障害の領域を近づけよう
とする試みのなか生まれた用語であったが、その議論の多くを占めていたの




















Murphy & Parker 1998 など）、聴力損失に気づかずに過ごした時間の長さが、
その後の発達に重要な影響を及ぼしていることが明らかになるほどである























& Butterworth（1999）は、英語と日本語の 2 ヶ国語を話し、英語のみに読み書

































れると、「新しい LLD」は決して現在の LD に含まれる読み書き障害や、“LLD 

















　この「新しい LLD」は、社会モデルにより LLD を捉え直したもので、それ
まで障害が個人化されていたものを、社会によって生み出されるものとして



































1）  初めて Kirk によって「LD」という用語について言及されたのは、1962 年の彼の論文において
であるが、1963 年 4 月 6 日にシカゴにおいて知的障害児基金の後援により開催された大会で、
Kirk が各障害を LD と総称し、それまで障害の名前によって細分化していた障害の親の会をま
とめたことから、Wiederholt は 1963 年が「LD」という用語を提唱した年としており、この年を第
3 期（＝統合期）の始まりとしている。







3）  ただし、DSM-5 はそれまで LD という用語で表していたものを“Specific Learning Disorders（SpLD: 
限局性学習症）” で表し、そのうちの読字障害については、新たに音読は可能だがその意味を理
解するのが難しい“Specific Language Impairment（SLI: 特異的言語障害）”の症状の一部を含めてい
る（宇野 2017）。図においては、便宜上 DSM-5 と DSM-IV-TR を同じものとして記載しているが、
DSM-IV-TR は “Learning Disorders（学習障害）”、DSM-5 は “Specific Learning Disorder（限局性学習






5） 図は Wiederholt や Myers らの議論を参考に再整理し、第 3 期以降を貝原・柴田が作成した。
6） ICF（International Classification of Functioning, Disability and Health）は、人間の生活機能と障害の
分類法として、2001 年 5 月に世界保健機関（WHO）総会において採択された。ICF の特徴として
は、生活機能という面から障害を分類しており、環境因子等の観点を加わっていることが挙げ
られる。障害に関する国際的な分類としては、これまで WHO が 1980 年に国際疾病分類（ICD）
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